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研究実績 

の概要 

本研究では，うなずきによるリズムの同調・共有に着目したコミュニケーション支援シ

ステムの開発を進めている．昨年度開発したうなずき動作の構成要素である「うなずきの

回数」「うなずきの深さ」「1回のうなずき動作に要する時間」の3要素を変更して異なる

印象を与えるシステムを構築した．昨年度評価実験により検証した結果に対して，申請者

らが勧めている発話音声と身体動作が同調する身体的引き込みに着目したインタロボッ

ト技術 iRTを用いた CGによるシミュレーション評価により同様の印象を与えられること

を確認した．一方で，明るさの違いによって結果が異なるなど，新たな課題も確認された． 

これらの知見を元に，オンライン状況におけるコミュニケーション支援支援システムと

して，聴講者の代役として iRTを用いた身体引き込みエージェントを表示するシステムを

開発し，発表者と聴講者に与える効果について評価実験を行った．その結果，聴講者の代

役として身体引き込みエージェントを表示することで，発表者に対して緊張感やストレス

感では顔表示なしと同等の効果が示され，相手に発表が伝わったと感じたかにおいては顔

表示がある時と同等の効果が示されるなど，システムの有効性を確認した． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

また実社会における実証研究として，高齢者施設でのコミュニケーション支援や看護・

栄養教育コミュニケーション支援への応用システム開発を進めた．高齢者の発話を促すた

めに，発話内容を音声認識して，発話内の単語に紐づく画像をディスプレイ上に提示し，

その提示画像がうなずくことにより身体引き込み反応を示すシステムを開発し，高齢者介

護施設において評価実験を行った結果，介護従事者から高く評価され，今後の高齢者の新

たな話し相手となりうる可能性が示唆された．また看護・栄養教育コミュニケーション支

援への応用としては，それぞれチャットボットを用いた音声対話システム開発を進めてお

り，さらに臨床工学技士を志す学生コミュニケーション教育支援へと応用展開した．同一

症状に対してそれぞれの職種に応じたシナリオを構築することで，多職種連携を想定した

システム開発への展開が期待される．本研究は人の発話音声と身体動作の関係からリズム

同調を促進し，かかわりを深める身体的引き込みを，インタフェースとしてロボット・エ

ージェントだけでなく様々なシステムへ組み込み，効果的なインタラクション支援システ

ム開発を進めている．導入技術により状況に応じてどこまでユーザ行動や情動をデザイン

できるかが課題であり，体系的な検証実験を繰り返して応用可能性を高める必要がある． 
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